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南北問題と環境問題の接点に焦点をあてた社会科の内容構成
Content Structure of Social Studies focused on North-South problem and Environmental problem
Ｉ。はじめに
現代社会が抱える国際的な諸問題は
，資源・エネル
ギー問題食料問題，貿易問題，人口問題に至るまで，
南北問題と環境問題とが密接に関わっている
。
しかし
，従来の中学校社会科の授業においては，現
代社会の諸問題について
，南北問題と環境問題とを密
接に関わらせて教材内容化した実践は少ない
。多くは，
南側の諸地域の特色を学習する中で
，生じている環境
問題を扱ったり，環境問題を扱う中で原因の一つとし
て南北問題を紹介したりする程度で
，体系的に整理さ
れていない
。南北問題と環境問題の教科内容間の構成
原理について
，未だ一般化されていないのが現実である。
また
，現代社会の諸問題について討論する場合，対
立する論点が曖昧であったり，同情や反感など感情に
よる主張がされたりで
，かみ合った議論の深まりが弱
い
。それは，討論の際，自分の立場が不明確であった
り
，主張する根拠が情報不足で不十分である場合や，
感情論による意見主張に終始する場合である
。
もちろん不正な行為や人権を抑圧する行為に対する
怒りは大切にしたい
。しかし，単なる同情や安易な態
度化で
，複雑な現代社会は理解できないし変革してい
く真の力ともなり得ない
。現代の諸問題を形成してい
る国際社会の構造を
，多様な社会事象の関係から因果
関係的に理解させていきたい。
そこで本研究は，「南北問題と環境問題の接点に焦
点をあてる
」ことにより，より高い科学的社会認識を
めざす「現代社会の諸問題を扱う学習」の内容構成を
明らかにする。
II.「南北問題と環境問題の歴史的経過
」
第二次世界大戦後の南北問題と環境問題の歴史的経
過を【経済開発と民主化】を視点にして大観すると，４期に時期区分できた。
ﾚ 視点の設定【経済開発と民主化】-
【経済開発】とは
，広義の「経済開発」をさし
開発を推進していく側面＝ ，発展：工業化と近代化
＝経済成長のための，経済進出・経済効率の
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追求などの経済活動
【民主化】とは
，抑圧，支配から脱却し，民主
主義国家の形成を図る側面
＝民主主義の実現：基本的人権の尊重
，民主
化要求
，多数決の原理，法治国家
＝人権・伝統・文化の尊重：民族の自決
＝政治的自立・経済的自立：主権の確立，
卜経済活動の自由
一厂南北問題と環境問題の歴史的経過」-
第１期：南北問題と環境問題の発生期一戦後から1960年代末一
第２期：南北経済格差の拡大期-1960年代末から1970年代末一
第３期：南北・環境問題の破綻期-1980年代一
第４期：地球環境問題の主題化期－1980年代後半から現在－
戦後50年を経て現在の国際社会は
，自由主義，市場
経済体制
，自由貿易体制が主流になりつつある。自由
主義経済では
，経済活動の主役は企業であり，利潤追
求という企業の論理に基づいて投資
，生産，流通，消
費に至るまでのすべての活動が
，経済的合理性のもと
で徹底した合理化の追求が行われてきた
。その成果と
して
，経済成長が達成され豊かな生活が享受できるよ
うになった
。しかし，そのための大量牛嵐大量消費，
大量浪費の活動は
，経済を成長させ貿易量の増大をも
たらしたものの
，資源・エネルギーの枯渇，地球環境
の破壊
，貧困などの経済的格差の拡大，人権の抑圧な
ど非常に多くの問題を派生させてきた
。
戦後の国際社会において
，南北問題の発生と環境問
題の発生
，および南北問題の対応と環境問題の対応の
あり方については密接に関わっている
。さらに，現代
社会の諸問題は
，南北問題と環境問題とのかかわりを
抜きにしては語れない状況にある
。つまり，現代社会
の諸問題は
，多種多様な因果関係の集合体であるとい
える
。そして，そこには因果関係と同様に多様な「せ
めぎあいの状況」が設定できる。
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よって，現代社会の諸問題を学習する場合，諸問題
にかかわる南北問題と環境問題についての側面からの
本質的因果関係の把握が不可欠である。その際には，
先進国と途上国の政治的・経済的側面からと，その両
者から計画的・意図的に出される援助の側面からの視
点が必要である。また，諸問題について，南北両者の
それぞれの政府や企業，さまざまな階層の国民の立場
からの因果関係の把握が重要である。
Ⅲ。現代社会の諸問題認識のためのフレームワーク
本研究では「南北問題と環境問題の接点に焦点をあ
てる」ことについて次のように概念規定した。
『先進国は，民主主義 一人権の尊重・環境保護が，
社会生活の根本にあるのに対して，途上国は，民主
化・人権の確立・環境保護より経済的発展が重視さ
れる傾向がある。』
『先進国は，自国に有利な形で樹立した世界の経済，
貿易，金融体制を擁護しようとする。それに対して，
途上国は，現行の世界経済体制に参画し発言権を増
大させようとして，急激な経済発展を推進し近代化
と工業化に努め，外資導入に伴う公害の輸入も余儀
なくされている。』　　　　　 （一部抜粋）（1）
これは，現代社会の諸問題が【経済開発と民主化】
でせめぎあっていることを説明したものである。【経
済開発と民主化】を次のようにまとめる。
『現代社会の諸問題認識のためのフレームワーク』
「人 は社会が発展し豊かな生活を享受したいと願う。
しかし，遅れた経済を発展させようとすれば強い力
でりー‾ドする政治や経済体制が必要になる。発展し
た経済ならばさらに，需要を創出して供給の拡大を
図ろうとする。資金は利益を求めて世界中を動き，
より効率的に大量生産と大量販売が可能な市場を追
い求めていく。その結果，地球環境は破壊され，民
主化・環境保護より生産を重視する人権の抑圧がお
こり，経済的格差は拡大していく。」
この現状を，「現代社会の諸問題」 の「せめぎあい
のポイント」としてとらえた。つまり，本研究の「南
北問題と環境問題の接点に焦点をあて る」 とは，【経
済開発と民主化】における『せめぎあいのポイント』
を明確にした教材の内容構成を整理することである。
そして，「せめぎあいのポイントフレームワーク」 と
「現代社会の諸問題認識のためのフレームワ’－ク」,を
設定することである。
資料として〈日本企業の東南アジア進出〉に関する
フレームワークを提示した。次頁に「南北問題と環境
問題」の『せめぎあいのポイントフレームワーク』を，
『現代社会の諸問題認識のフレームワーク』を本頁に
示した。このフレー’ムワークで は，［北側と南側］，
［環境問題の発生と対応］，［政治的・経済的・援助の
側面］，［政府・企業・国民 の側］等 のレベルで，【経
済開発と民主化】の接点でのせめぎあいを組み込み，
因果関係で説明した。
現代社会 の諸問題問題 現象的因果 関係 本質的因果関係 派 生 す る 問 題 対策及び方向性
日 本 企 業 の
東 南 ア ジ ア 進 出
(経済成長率)
=労働,資本,技術進歩＝
r比較優位』
一輸出指向戦略－
｢比較優位｣をもっ労働集約部門
への特化→扈用の吸収力を高める
高い貯蓄率は投資水準を高め，
高い教育水準は労働者の質を高
め生産性の向上
↓
先進国からの直接投資は資本であ
ると同時に，経営ノウハウや技術の
移転→途上国の経済発展の寄与
先
進
国
○円高で輸出が割高に,輸入割安
→生産費が安い途上国で生産，日
本に輸出
〇安い資源,安い賃金
→箸などの木材加工,焼き鳥など
の食品,織維や靴
☆1985年ﾌﾟﾗ ｻ 合ﾞ意以降の円高
→日本の製造業:NⅢS ASRANに
集中的に直接投資し生産拠点を
海外に移す
↓
･NIES ASRANの工業化の契機
･投資先国で生産一日本に輸出
日本の製品輪入の増大に寄与
→身の回りのNE 製品
→日本の流通制度に衝撃
j
IE からｱﾒ犒 日本への輸出
ASRANから日本やNE へ輸出
日本からNIES ASRANへ投資
NIE からASEANへ投資
よりｸﾞﾛｰ ﾊﾞﾙな形で，多角
的かつ迎鎖的な循環柳造
さらに，ＥＣ呻 国
☆豊かな生活の維持……政府の責任
=経済の発展と成長　 国民の願い
→消費の拡大,生産販売の拡大
→需要の創設
=国際競争力をつける一自由競争に
勝つ
司諸 物,資源,エネルギー の安定
供給　　な,膰 の，擬 與 尸 之
→円高により輸出不振→コストダウ
☆　　　　　 ンを図る必要大
一国内労働賃金高い,設備投資も
限界,労働時間･労働条件規制
→安く豊宦な労働力を求める
一悪い労働条件の中で,安く長時
間に及ぶ単純作業か可能
一賃金が上昇すると拠点移助
→A虫　 が　I な実態皿
資が節約 古い
技術の移転,生産･利益重視
→企業,資本誘致の優遇措置
一土地が安い,税制上の優遇
→援助と共に進出
◇ｱﾙﾐ 精錬=大量の電気消費の
ためのﾀﾞﾑ建設
一国内負担増の生産部門を海外へ
４､ ゛ の　　，､いヘドロ豊 能 虹 ご
☆日本産業の空洞化
その実態と弊害←政府の対策
☆政府開発援助ODA
ニインフラの整備一民間投資活助に先行
･経済インフラ:港湾,空港,道路,橋
一退設業,建設機器,施設設備
一輸送,販売ルー トの整備
一自助胤 バス，トラック輸送
自動車の市場
一大量輸送機関:地下鉄,ﾓ/ﾚｰﾙ
･社会インフラ：医療,公衆衛生,教育
住宅,上下水道一生活基盤閔連
☆工業化→観光開発
－ﾘ ｿﾞｰﾄ開発: ホテル建設
河川･海洋汚染
－スー パ ，ーﾃ ﾊﾞﾟｰﾄ の進出
・ﾀﾞﾑ建設に反対する人々 の声
･住民の意見をよく聞いて切実に
求められているものを援助して
いく蚌 に
・スラムに高速道路建設の貧否
〈賛成〉
一輸送力の向上,企業誘致
……人権より経済発展
〈反対〉
－スラムカ形成される原因は
工業化,経済発展重視によ
る貧富の格差の拡大
沿]
支援 圧力
↓　↑
☆日本企業:国際競争力をつけな
いと倒産一日本の成長,豊かな
生活,家庭の収入源か消失
経済効率:豊富な低賃金労働
↓　　豊富で安価な資源
コストダウン
結果: 公害を輸出している
現状
【経済開発と民主化】
途
上
国
☆開発,発展,工業化☆
一資本｡技術の不足
→インフラに整備:ODA 要請
→外国資本導入外国企業の誘致
=条件整備=【ｾｰﾙｽ･ﾎﾟｲﾝﾄ】
･豊富な低賃金労働力
･安価で豊かな資源,土地
一緩い規制一公害防止,安全施設
・「安定した政権一軍事独裁」↓
･ 優遇税制度の特権の付与 →　一
一自由貿易地区の設置
0 企業の誘致
→外貨の獲得,輸出拡大
一経済特区や輸出加工区の設置
一優遇税制等の特権の付与
→雇用創出　　　　　　　　 －
一豊富な低賃金労働力の都市流入
→地域開発
一企業進出に伴う地域開発
-ODA インフラ整億
港湾,生産性道路の整偕
→公害の発生,熱帯林の破壊
0 貨幣経済の浸透
一現金収入の重視
一都市と農村の経済格差
→都市の低賃金労働力 若年女子労働
・　 →都市のスラム形成
→学歴もなく定職にっけず低収入
☆セー ルスポイント温存のため,低賃金
に抑圧
☆「政権の安定」:軍事･警察力の強化
武器の購入
☆現地企業:発展,工業化で，国
際竸争力をつけ,輸出拡大一外
貨11
優位で特化
……その利点がなくなれば進
↓　 出企業は生産根拠を移転
〈環境破壊,人権抑圧,貧困〉
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「せめぎあいのポイントフレームワーク」
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IＶ.「南北問題と環境問題にかかわる」教科書記述・
授業実践の分析１．研究仮説
本研究では，研究仮説を以下のように設定した。
「南北問題と環境問題の接点に焦点をあてた社
会認識のフレームワーク」を意図的に組み込ん
で社会科授業を構成すれば
，現代社会の諸問題
を扱う学習の内容が
，本質的因果関係につなが
りより質の高いものにすることができる。
以上の研究仮説のもと
，分析フレームワークを作成
し
，教科書記述と授業実践の分析を行った。
２．教科書記述の分析
我が国の
，平成８年度版　小学校社会科の教科書３
社（東京書籍
，大阪書籍，教育出版）および現行の中
学校地理的分野の教科書３社（東京書籍
，大阪書籍，
教育出版）から
，環境問題と南北問題に関連する記述
のある事例を49事例抽出し分析した。
教科書記述の分析から
，我が国の教科書には［北側］
［南側］の両者からの記述が少なく
，現象的因果関係
の説明が多いなど社会認識の深め方に問題があること
が明かとなった
。（２）
３．授業実践の分析
我が国の社会科の授業で
，南北問題と環境問題に関
わる現代社会の諸問題を扱った授業50事例とした
。抽
出したのは小学校23事例，中学校及び高校27事例，合
計50事例である。
授業実践の分析からは
，本質的因果関係の説明が経
済的側面に中心がおかれており
，せめぎあう論点が明
確に設定されないまま
，開かれた社会認識の育成が図
られていることが問題点として明らかとなった。（３）
４．分析のまとめ
以上の分析結果から
，社会科における「南北問題と
環境問題に関わる」現代社会の諸問題の学習では
，次
のことが必要となる。
（1）南北問題と環境問題の接点となる事象の設定を行
う。
（2）接点となる事象について
，現象的因果関係から本
質的因果関係の把握ができるように授業設計を行う
。
その場合
，［南北の視点］［政治，経済，援助の視点］
［政府
，企業，国民の視点］を複数設定する。
（3）〔2〕の科学的な社会認識の形成を保障した上で
，価
値分析過程を設定し
，開かれた規範的知識を合理的
に選択させる
。その場合，【経済開発と民主化】の
視点で「せめぎあいのポイント」を設定し論点を明
確に持つ。
Ｖ。「南北問題と環境問題の接点に焦点をあてた」社
会科の授業設計
以上の研究成果より
，「概念探求・価値分析型社会
科」（Ｏの授業過程に基づく，中学校公民的分野「世界経済の中の日本」を例に授業モデルを作成した。
〈現代社会の諸問題の学習過程〉
南北問題の発生
環境問題の発生
現代社会の諸問題の発生
↓
南北問題への対応
環境問題への対応
現代社会の諸問題への対応
『概念探究過程』
《過去,I現在》を
→因果関係で説明＝原因と結果
↓
『価値分析過程』
《未来》を予測し→論争問題で価値判断
＝【経済開発と民主化】でのせめぎあい場面
１。「市場経済と自由貿易の進展」を扱う社会科学習
の内容構成
（1）単元「世界経済と日本
」の内容構成
『市場経済と自由貿易の進展』と『南北問題と環境
問題』とのかかわりについては
，川田侃他監修『新し
い社会　公民』（東京書籍　平成４年２月検定済）に
依拠して考察する。
分析したのは「第４章　地球社会とわたしたち
」の
「第１節　世界経済と日本
」の３つの小単元「１．一
体化を強める世界経済」「２．環境と資源」「３．世界
経済のなかの日本」である。そして，【市場経済と自
由貿易】を中心に内容の構造化をした
。これは，国際
社会の中で「南北問題
」や「環境問題」をより深刻化
させてきた要因として
，『市場経済と自由貿易の進展』
を中心に構成したものである。
（２）「１
．一体化を強める世界経済」の内容構成
本小単元「１
．一体化を強める世界経済」でぱグー
ロ
バール化が進む自由貿易，市場経済”の現状を把握
する
。この世界経済の主流となった『市場経済と自由
貿易の進展』という概念が
，第４章第１節の「世界経
済と日本
」を貫く概念として位置づけられている。
〈南北問題と経済開発〉は
，“市場経済と自由貿易
の犠牲”として位置づけられる
。発展途上国は市場経一
済による市場拡大競争の中で
，先進工業国の成長の足
場とされ犠牲を強いられた
。ここには徹底した合理化・
ローコストを至上命題とする企業の利潤追求の自由競
争の論理が存在している
。低賃金などローコスト，公
害防止施設に関する投資削減など徹底した経済合理性
がそこには見られる。
－62－
単 元 構 造 図
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(1)日本企業の海外進出 貿易立国日本の現状
【概念探求 過程】 １
2｡
３
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ルムを日本に逆輸入して, 日]
が5 本でＨ Ｏ円, プリントf
と価格破壊の時代へ
尠 ジア製品があるのだろう，
なぜ日本企業は海外, 特に東南アジアに進出しているのだろう
4｡ 予想 か
〈仮説〉
５
きる
している 先進→途上国
らない
世界･ 日本･ 現地向け
委託生産= 開発輸入
ップで安売り
《経 済 開 発 と民 主 化 》
インフラストラクチュアー 一 住民の強制移転 環境破壊
外資導入による経済発展　 一 低賃金で特化
近代化, 工業化優先　　 ― 環境破埴, 人権抑圧
生産, 外貨獲得を優先　　　 伝統文化の破壊
------------------------------
（経済効率）　　 － （環境保護〉
市場経済の成長→物質的な 一 環境の保全→自然の豊かさ
～･ 〈ＯＤＡインフラ・企梟進出と住民の強制移転〉 ⌒ヽ 一一,⌒～
「 日本か融資した｢ タイ・東部臨海開発計画｣ とは 一一一一一一一¬
Ｉ・シャム湾の天然ガスをマプタプット地区に海底パイプラインで ｜
ｌ　 陸揚げし，石油化学,化学肥料等の重化学工業用に利用する言
Ｉ・レムチャバン地区に軽工業用の団地を建設し，商業港( コンテ Ｉ
ｌ　 ナヤード)を建設する。　　　　　　　　　　　　 ｌ
ｌ ……農業中丿亡ヽの経済から工業化へ: 輸出志向型工業化　　　　 ｌ
－-- 一一------ 一一－-- －－－一一---- －－－-------
○日本の援助: 両地区に計画全体で1,257倣円の円借款
－レムチャバン港(164億円):5 万t 級のコンテナ船の入港が可能
タイ側か計画し日本はOECF を通じて融資する形
くOECF  ('海外経済協力基金)：日本のＯＤＡのうち，二国間の貸付を
担当する日本政府の金融機関,途上国政府に長期･ 低利資金を叺与〉
……港付近の300余りの世帯が強制移転
なぜ日本企業は海外，特に東南アジアに進出しているのだろう
〈 原 因 〉 → 〈 結 果 〉
猷(6) 市場経済と自由貿易：企業進出の成果と問題点
検証の調査･学習活助 発表レポー ト作成
（仮説と調査活動項目）　 班別,興味関心別
仮説別発表及び結果と問題点の考察
（結果）:市場経済による発展　　　　 （問題点〉: 市場経済の弊害
日
本
企
業
の
東
南
ア
ジ
ア
進
出
a. 日本は円高で輸出が不利だから輸入した方が安い
・ド ル=Ｈ 円と１２０円で図式化ﾓﾃﾞﾙ
･実際の輸出入の貿易額,貿易沚 貿易相手の比較検討
・アメリカ 日ー本一東南ｱ ｼﾞｱを図式化
円高でも貿易黒字一日本製品が世界の市場で強く世界に進出
【政府】
○市場経済地域の拡大=市場の拡大
自由貿易の進展
一日本の貿易額の増大
日本経済の成長を維持,発展
貿易黒字減らし
○東南ｱ ｼﾞｱ各国の貿易額の増加
-NIES,  ASEAN の台頭
全域が自由貿易･市場経済体制へ
｢成長センター ｣,外貨の獲得
･経済インフラから,社会インフラへ
･援助国からの離陸一途上国に投資
援助国へと成長;累積倣務の返済
－ベトナムとタイのＯＤＡ比較
･途上国は,援助要請し工業化
【企業】
○日本一安価な製品の輸入
国内の価格破壊に対応
一資本,貿易の輸出増加
国際競争力の維持,発展
○東南ｱ ｼﾞｱ各国の経済成長
NIES,  ASEAN の台頭
・高い成長率
･輸出の増かﾏﾚｰｼｱ は]ﾝ ﾃﾞﾝｻ 輸ｰ
出がﾄｯﾌ にﾟ,樸械製品の輸出増加
→外貨の獲得一世界の貿易国へ
・雇用の剔出一現金収入
･地域閔発一近代的都市，
→進出企業のオフィスビル
金融機関,ホテル，スー パー
→資本と貿易の自由を要求: 外資導入
【国民】
○安くて品質のよい商品の購入力河能
税金の使い道を知らぬ国民
○先進国並みのＧＮＰや都市景観をも
つ香港やシンガポー ル:地域開発
豊かな国になるために経済成長
そのための援助を要請,雇用の創出
○日本の産業の空洞化と競争の激化一価格破壊-
○環境破壊の進行
ｱ. 大気汚染→｢地球温暖化｣『酸性雨｣
・自動車の排気ガス規制がない
中古車,改造氣 ディ ゼール車
･工場排煙の規制の不備｢ 公害の発生｣
法的規制,技術面の遅れ,監視体制の不備
･環境保護や公害防止施設よりも生産を重視
イ．河川,海洋汚染
･工場排水,有害物質のたれ流し｢公害の発生｣
法的規制,技術面の遅れ,監視体制の不備
・生活排水のたれ流し
上下水道の未整備,衛生状態の悪化
・大規模開発,観光開発などの乱開発
海岸線の破壊
ｳ．熱帯林の破壊の進行
・日本企業の木材の買い付け
建築用材,家具材,紙, パルプ
･大規模開発とＯＤＡの経済インフラ
ダム,発電所,空港,港湾,橋,道路
･工業団地の造成
・エピなどの養殖池の開発
・輸出用換金作物の栽培地の開発
○貧富の格差の拡大
開発による先住民,少数民族の立ち退き
一移転補償費の不足,代替地の不備
一民族固有の伝統や文化の破壊
一自給自足の経済の破壊
→現金収入･ 職と食を求めて都市にスラムを形成
皙市スラムの人口増大,途上国の人口爆発
市場経済による富裕層と低賃金労働者層の階層分化
→中間層の成長による民主化の遅れ
○国内の利害対立の激化
支配民族層と非支配民族層
一民族(ﾏ ｼﾞｮﾘﾃｨとﾏｲﾉﾘﾃｨ),宗教,産業,伝統文化
b. 日本のＯＤＡが企業の海外進出を級助している
・日本のＯＤＡの歴史:戦後捕償の意味と輸出振興策
・日本のＯＤＡの中味:国別・内容別 世界一の援助屆
･ 経済インフラ→社会インフラ整備,環境や人権へ
空港,港湾,道路,橋:産業の基盤整備が中心
･ 大規模開発 ﾀﾞﾑ建設と水力発電かアルミ企業の進出
c. 東南アジアの政府力汨本企業を誘致している
・公害防止規制 排出規制の遅れ一投資の削減になり有利
：法的整備の遅れ,技術的遅れ,環境保全意識の遅れ
・外資系企業優遇措訛の実施
･輸出加工区,経済特区，自由貿易地区の設定
・廃棄物の廃棄処理場を誘致
・低賃金に抑圧,労働組合を認めない
･政府関係者のコメントAPEC
d. 賃金の安い東南ｱ ｼﾞｱで生産すれば価格を低くできる
･東南アジア各国の低賃金の様子と工貝の生活 単純作業
・広告などで,低価格になった商品調べ 東南アジア製
パソコン，テレビ，ビデオテー プ,カメラ 企業戦略
･ 進出した企業の担当者 親や親戚,企業へ電話
･安くて豊富な資源,農産物,工場用地 「分業,特化」
e，日本企業も成長して多国籍企業になり世界に進出に いる
・日本企業の海外進出の歴史　 国際競争力をつけ海外に
・外国企業の海外進出の歴史　　 輪出し市場の拡大
･業種,企業規模,進出先　 中小も進出一円高
･進出の形熊の変化
・「貿易摩擦」:繊維－テレビ 自ー動車一半導体
先進国間で,価格,技術,販売量の対立
→対策として,現地生産,途上国進出
【未来予測】f、アフリカか少ないのは蛟貧国に進出してももうからない
・ＧＮＰ極小,飢餓,人工増, 難民‥･ 商品嚊買力極小
・インフラ未整備,一次産品のみ:利益極小，リスクのみ
・ＯＤＡも無償資金協力中心 「南南問題,格差の拡大」
・ 《結果》《原因》 ヤ　　　 →　　　 →　　　 －
『自由貿易・市場経済の進展』→ 経済成長，環境破壊と経済的格差・貧困
(7) ベトナムの経済開発と環境保護
【価値分析過程】 論争問題：市場経済を導入したベトナムに，
日本はＯＤＡや企業進出を行うべきか。
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〈社会主義経済の激動〉では
，“市場経済に敗れた
国々”として
，市場経済の徹底した合理性に敗れていっ
たソ連と東欧諸国を提示している
。中華人民共和国に
ついては
，市場経済の一部導入により，生産請負制や
開放政策などを実施し
，積極的な外資導入を図り経済
成長を推進する姿と
，国民の民主化要求を武力で弾圧
した天安門事件を提示している。
社会主義経済が敗北した要因として
，生産性向上の
投資がわずかであり
，更新しない設備は，国際競争力
の著しい低下を招いたこと
。また，計画経済の失敗に
よる消費財の不足や貧困から来る民衆の不満は
，市場
原理に基づく経済体制への変革を求めたこと。つまり
自由主義経済体制という競争社会に勝てるはずもなく，
破れ去
っていった。
（３）「２．環境と資源」の内容構成
“市場経済
・自由貿易の末路”として位置づけられ
ているものが
，〈地球環境問題〉とく資源・エネルギー
と食料問題〉である
。コストゼロの天然資源の乱用や
乱開発
，合理化・ローコスト生産のために環境保全対
策や公害防止の投資は削減され
，環境は破壊された。
より安くより豊富に資源や食料を求めれば
，資源の枯
渇を招き
，輸出用換金作物の栽培が奨励され自給作物
にも事欠く途上国が出てきた。
このように
，「市場経済と自由貿易の進展」は，南
北の経済的格差の拡大を招き
，グローバル・イシュズ
として地球環境問題
，資源・エネルギー・食料問題を
深刻化させた
。社会主義国の崩壊から経済の民主化・
自由化を求め世界単一市場への移行が促進された。
（４）「３
． 経済の中の日本」の内容構成
こうした諸問題を抱えて
，日本の進路を探るのが，
本小単元「３
．世界経済の中の日本」である。現状の
日本は
，円高，貿易黒字・貿易摩擦，そして, ODA
世界一といった有数の経済力を持つ国としての諸問題
がある
。そこで，本小単元を“自由貿易，市場経済の
帰結と課題”として
，市場経済の進展による企業の海
外進出と価格破壊の進行を中心に
，単元の構成を図っ
た
。詳細は，前頁に単元構造図を掲載した。
２
．概念探求・価値分析型社会科の授業過程（5）
単元構造図は
，単元の指導計画，学習内容，因果関
係等を組み込み
，全７時間で構成した。第１～６時が
概念探究過程
，第７時が価値分析過程である。
第１時は
，貿易立国日本の現状について，身の回り
に数多く存在する東南アジア製品に着目させ導入を図
る
。そして，なぜ疑問「なぜ，日本にたくさんの安い
東南アジア製品があるのだろう
」から，単元を貫く課
題「なぜ
，日本企業は東南アジアに進出しているのだ
ろう」を導きだす。さらに，数多くの予想から７つ程
の仮説へと絞り込む。
|仮説
ａ：日本は円高で輸出が不利，輸入が安い
仮説ｂ
：ＯＤＡが企業の海外進出を援助している
仮説
ｃ：東南アジアの政府が日本企業を誘致した
仮説ｄ
：低賃金の東南アジアで生産，価格を抑制
仮　
ｅ：日本企業も多国籍企業になり世界に進出
仮説ｆ：アフリカの最貧国に進出しても利益なし
第２～４時は検証の調査活動である。仮説別に班あ
るいは興味関心別によってグル
プーを組織し，調べた
い項目・調べる必要のある項目を選出し検証の計画を
たてる
。計画書を作成し自分たちの仮説を中心に「日
本企業の東南アジア進出」の原因を探る。そして，発
表用レポートを作成する。
第５～６時は，「日本企業の東南アジア進出」の原
因をグル
プー別に明らかにする。さらに，日本企業の
進出によって
，日本や東南アジア諸国の政府や企業や
国民に与えた影響として
，成果と問題点を発表しあう。
そして
，出された問題点（例えば，自然環境の問題，
経済的格差の拡大等）について
，未来予測を行う。
この概念探求過程で
，「自由貿易・市場経済の進展」
は
，「経済成長」「経済発展」をもたらす反面，「環境
破壊」「経済的格差の拡大や貧困の増加」を招くとい
う転移力の大きい知識を獲得する
。
第７時は
，価値分析過程として，ベトナムについて
の論争問題「市場経済を導入したベトナムに
，日本は
ＯＤＡや企業進出を行うべきか
。」を設定し，討論を
位置づけた
。市場経済を導入したベトナムの現状を事
実分析し
，北側先進国と南側途上国の思惑の違いを，
それぞれの政府や企業そしてさまざまな階層の国民の
もつ
，政治的・経済的・援助の側面に対する意図や願
いから把握する
。そして「日本企業の東南アジア進出」
について【経済開発と民主化】でせめぎあっている点を明示し，論点が明確な討論ができるように作成した。
VI.おわりに
今後の課題は
，以上の授業モデルにしたがって実践
を行い，研究仮説を実践的に検証していくことである。
【注及び引用文献】
(1X2X31(5)については
，拙稿『南北問題と環境問題の
接点に焦点をあてだ社会科の内容構成』兵庫教育大
学修士論文, 1995.12.を参照されたい
。
(4)概念探究・価値分析型社会科については，次の書
に詳しい。
岩田一彦編著，『小学校社会科の授業設計』，東京
書籍, 1991,　岩田一彦著
，｢小学校社会科の授業
分析｣，東京書籍, 1993,
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